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第４４７回鉄鋼流通問題懇談会議事録 

 

日   時    平成３１年１月２１日(月）１４時３０分より 

場   所    茅場町「鉄鋼会館４階」日本鉄鋼連盟・第１会議室 

出 席 者    経済産業省 黒田課長 篠原課長補佐 中村係長 丹係長 

  橋本会長(JFEスチール) 

全国鉄鋼販売業連合会 

会長   阪上（清和鋼業） 

常任理事 早川（太田商事）井上(明治鋼業) 山岸（東邦シャーリング） 

森下（ダイサン）鎌田（東鋼産業）澁井（澁井鋼材） 

メーカー 森安・南浦(JFE) 

商 社  島津(伊藤忠丸紅鉄鋼)小田(メタルワン)伊藤(岡谷鋼機)中山(住友商事グローバル

メタルズ)廣﨑(ＪＦＥ商事)間瀬（阪和興業)南(兼松トレーディング)持木（日鉄住

金物産）新井（エムエム建材） 

鉄 連  上向井 

事務局  五藤、内海 

  

議   題 １．全鉄連流通動態調査報告 

２． 全鉄連情勢報告、地区別概況報告、阪上会長総括 

３． 意見交換および商社品種別報告、メーカー報告 

４． 経済産業省挨拶 

５． 会長挨拶 

 

配 付 資 料     （１）全鉄連流通動態調査結果表（平成３０年１２月分） 

（２）各地区業況アンケート１月調査結果 

（３）品種別報告、メーカー報告 

（４）鉄鋼需給推移表（平成３０年１１月確報） 

      （５）普通鋼鋼材主要品種別生産推移表（平成３０年１１月確報） 

（６）全国市中鋼材数量調査（平成３０年９月）） 

 

経      過 

１．流通動態調査報告 

事務局より、配付資料に基づき、１２月分の全鉄連流通動態調査結果について報告があっ

た。別紙、流通動態調査結果（平成３０年１２月分）参照。 

 

２．全鉄連情勢報告 

常任理事・理事より各地区の情勢報告、全鉄連事務局よりその他地区情勢報告があり、阪

上会長が総括した。各地区の情勢報告は別添参照。 

 

阪上会長総括 

各地区の報告を受け、阪上会長が以下のとおり総括した。 

平成３０年の月ベースでみると２月、５月、１０月、１１月の４ケ月が前年同月比増であっ

た。１年間のトータルでみると平成３０年は前年比８千トン減とほぼ横這いの販売量である。 

昨年１０～１２月（第３四半期）の販売は前期比プラス。１月も１２月と基調は変わらず、

まあまあ堅調といえるのではないか。問題は需要が堅調なわりに全鉄連会員の販売が暦年で前

年比横這いに留まったことである。もう一つは需要のヒモ付きシフトである。大阪地区の薄板

は自販で前年比４．１％減、受託は９．８％増となった。国内需要に変調は感じられないと堅
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調推移と見ている一方、建設分野でのハイテンボルトの調達難への対応を求めた。 

 

３．意見交換 

①商社・品種別概況報告 

 鋼管・メタルワン（小田鋼管事業部鋼管課課長）、薄板・住友商事グローバルメタルズ（中

山薄板事業部薄板第一チームチームリーダー）、厚板・阪和興業（間瀬厚板部厚板第一課課

長）、条鋼・兼松トレーディング（南営業第二部部長代理） 

資料を参照。 

②メーカー報告 

高炉(ＪＦＥスチール・南浦営業総括室課長)より、最近の景況感などについて報告が行わ

れた。報告内容は別添「メーカー報告」を参照。 

 

４．経済産業省挨拶（黒田課長） 

 年明けから色々な賀詞交歓会に参加させて頂き全般的に経済は良くなり堅調に推移して

いると挨拶される方が多かったように思う。人手不足、副資材の高騰、メーカーの設備トラブ

ルなど供給サイドの問題もあるなども確認できた。米中摩擦など不安定要素としてある。また、

トランプが就任して個人減税ということで税金が減少してきた影響も今後出てくるのではな

いか。議会がねじれている。当面、経済状況は今後も良いという予測だが、このような懸念材

料も注視していく必要がある。貿易問題でも不安定面もあるが、明るい面もあり、環太平洋連

携協定（ＴＰＰ）参加の１１カ国が合意した新協定「ＴＰＰ１１」の発効や２月にはＥＵ（日

本と欧州連合）と経済連携協定（ＥＰＡ）が交渉して関税撤廃になり、チーズやワイン、ブラ

ンド物が安くなる。今年６月にはＧ２０サミット首脳会議も大阪で開催される。これから１年、

不確定要素もあるが、皆様からの生の意見を参考にしていきたい。 

５．橋本会長挨拶  

橋本会長より概略以下のとおり挨拶があった。 

 ３ケ月前と大きく変化しておらず、総じて良好と感じた。米中摩擦、中国の自動車販売減で

先行き懸念も影響は限定的とし、年末年始、市場は冷静に受け止めていると分析した。アジア

鋼材市況の下落も１２月でいったん止まった。中国国内在庫も極端なことになっていない。輸

入鋼材は韓国がどう動くかきちんとモニタリングしていく必要がある。産業分野についての輸

出も前月比で減少していることについては中国向けが主力の需要家にはそうした傾向が見ら

れるが、米国やＡＳＥＡＮ向けが主体の需要家は好調を保っている。市場によりムラがあると

いうことで、産機分野そのものが悪くなったという訳ではない。 

 

※次回の会合予定 

平成３１年４月２５日(木)午後２時３０分より茅場町「鉄鋼会館８０２・８０３」 

以上 


